
集
落
の
教
科
書

京
都
府
亀
岡
市
保
津
町

良いことも

そうでないことも

ちゃんと伝えたい





＜保津町基本データ＞ 201９年３月時点の亀岡市統計より

人口 ： 1,574 人　　　世帯 ： 727　　　面積 ： 15.01㎢ 森林 ： 約 77％

農地 ： 約 9％

住宅 ： 約 5％
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    　　保津町に住むみなさまへ

は
じ
め
に

保
津
の
地
理

組
織
の
も
ろ
も
ろ

町社協 / 財産管理委員会 / 上下水道管理委員会 /

人権啓発推進協議会 / 消防団 / 自主防災会 /

町体振 / 青少協 / 民生委員 / 児童委員 /

主任児童委員 / 子ども会 / 老人会 / 神社総代会

クックほづ / 保津おやじの会 /

ＮＰＯ法人ふるさと保津

み
ん
な
で
す
る
こ
と

とんど / グラウンドゴルフ大会 /

みんなでラジオ体操 / 盆踊り / 地蔵盆 /

放生会 / 町民運動会 / 保津町文化祭 /

敬老おたのしみ会 / 全町民人権学習会

愛宕参り / 参夜講

日
常
の
も
ろ
も
ろ

自
然
と
の
関
わ
り

保
津
町
８
つ
の
区

冠
婚
葬
祭

※表紙、裏表紙の切絵は、保津保育所園児
   の作品です。（2018 年度） 02



保
津
町
自
治
会

は
じ
め
に

こ
の
教
科
書
は
、
亀
岡
市
保
津
町
で
の
暮
ら
し
を

包
み
隠
さ
ず
お
知
ら
せ
し
、
ご
理
解
い
た
だ
い
た
上
で

町
民
と
な
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

で
す
の
で
、
少
し
面
倒
な
こ
と
も
書
い
て
お
り
ま
す
。

不
便
な
事
も
書
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

我
々
に
は
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
で
す
。

そ
う
い
っ
た
ま
ち
の
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

と
も
に
暮
ら
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大
家
族
宣
言

保
津
町
に
は
、「
保
津
橋
を
渡
っ
て
き
た
ら
も
う
み
ん
な

家
族
だ
」
と
い
う
大
家
族
宣
言
が
あ
り
ま
す
。

住
ん
で
い
る
人
も
、
訪
れ
た
人
も
み
ん
な
家
族
で
す
。

【
保
津
町 

大
家
族
宣
言
】

私
た
ち
保
津
町
民
は
、
清
ら
か
な
保
津
川
の
流
れ
、
豊
か
な
自
然
と

と
も
に
、
歴
史
と
伝
統
文
化
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
水
と
緑
の
恵
み

は
、
人
々
に
生
き
る
喜
び
を
あ
た
え
、
ま
ち
の
発
展
の
礎
と
な
っ
て

き
ま
し
た
。

永
い
歴
史
の
中
に
お
い
て
は
、
保
津
川
は
、
時
に
は
水
害
と
い
う
厳

し
い
試
練
を
わ
た
し
た
ち
に
与
え
ま
し
た
。
そ
の
災
害
か
ら
、
わ
た

し
た
ち
は
、
互
助
精
神
が
芽
生
え
、
友
情
と
お
互
い
の
絆
が
強
ま
り
、

生
き
る
勇
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に
家
族
の
絆
で
す
。

ふ
る
さ
と
の
匂
い
の
残
る
ま
ち
保
津
町
。
豊
か
な
自
然
環
境
。
歴
史

と
伝
統
文
化
を
大
切
に
し
、
誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

わ
た
し
た
ち
保
津
町
民
は
、
心
の
通
い
あ
う
家
族
で
す
。
い
ま
出
会

え
た
あ
な
た
、
今
日
か
ら
わ
た
し
た
ち
の
家
族
で
す
。
こ
う
し
て
世

界
中
の
人
々
と
家
族
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
世
界
平
和
と
繁
栄

は
永
遠
に
続
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

大
家
族
の
ま
ち
保
津
町
を
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。
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ル
ー
ル
に
は
濃
さ
が
あ
る

集
落
の
ル
ー
ル
と
一
言
で
い
っ
て
も
、

守
っ
た
ほ
う
が
よ
い
強
い
ル
ー
ル
か
ら
、
ゆ
る
い
ル
ー
ル
、

言
い
伝
え
ら
れ
る
慣
例
や
風
習
、

時
代
の
変
化
と
と
も
に
消
え
つ
つ
あ
る
ル
ー
ル
ま
で
、

色
の
濃
さ
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。

な
か
に
は
改
善
に
向
け
て
考
え
中
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ル
ー
ル
を
ど
の
程
度
守
っ
た
方
が
よ
い
の
か
、

そ
の
基
準
を
示
し
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

強いルール

ゆるいルール

消えつつあるルール

慣例や風習 慣例や
  風習

消 え つ つ

ゆ
る
い

ル
ー
ル

強
いル

ー
ル

改善に向け考え中

この教科書にあるのは、2019 年 3 月時点でのルールです。

今も少しずつルールの改善に努めています。ここ保津町に住めば、

あなたもいっしょにより住みよいルールづくりをする仲間となります。

考
え
中

明智越え登山道入り口

04



保津川保津町

亀岡運動公園

桜塚クリーンセンター

保津峡
嵯峨嵐山

亀岡

馬堀

並河

千代川

372

423

９

八木

河原林町

千歳町馬路町

旭町

老ノ坂峠老ノ坂峠

亀岡市役所亀岡市役所

亀岡運動公園

桜塚クリーンセンター

南丹市

京都市

京丹波町

亀岡市

綾部市

福井県

滋賀県

兵庫県

大阪府

福知山市

保
津
町
は
こ
こ
に
あ
る

保
津
町
は
、
京
都
府
亀
岡
市
の
東
部
に
あ
り
ま
す
。

亀
岡
市
の
人
口
は
約
９
万
人
、

保
津
町
は
約
１
５
０
０
人
の
ま
ち
で
す
。

京都府

亀岡市

亀
岡
市
は
大
き
く
７
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

保
津
川
の
東
側
に
位
置
す
る
保
津
町
、
旭
町
、
馬
路
町
、

河
原
林
町
、千
歳
町
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、「
川
東
地
区
」

や
「
川
東
５
町
」
と
い
う
呼
び
方
を
し
ま
す
。

亀
岡
市
は
大
き
く
７
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

保
津
川
の
東
側
に
位
置
す
る
保
津
町
、
旭
町
、
馬
路
町
、

河
原
林
町
、千
歳
町
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
、「
川
東
地
区
」

や
「
川
東
５
町
」
と
い
う
呼
び
方
を
し
ま
す
。

05



亀岡駅

401

請田神社

八幡宮社

保津小学校

保津保育所

保津文化センター

共同墓地

25

公民館
（自治会館）

牛松山

明智越え
登山道入り口

愛宕山

保津川下り
乗船場

スタジアム

保津川保津川

農地 山林

公園（造成中）

大堰川緑地
東公園

保
津
町
の
全
体

保
津
町
は
山
と
川
に
囲
ま
れ
た
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。

面
積
は
約
15
平
方
㌔
㍍
。
約
77
％
が
山
林
で
す
。

集
落
群
は
外
周
を
徒
歩
で
１
時
間
程
度
、

車
で
10
分
程
度
で
回
れ
る
距
離
で
す
。
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交
通
ア
ク
セ
ス

【タクシー】

京都タクシー　電話 0771-25-1000

平野タクシー　電話 0771-22-1090

亀岡駅 京都駅 大阪駅

京都駅行き
始発  5時 1分

亀岡駅行き
終電  0時 6分　

亀岡駅行き
終電 23時 20分　

20分 30分

保津

北保津

保津ヶ丘

毘沙門

徒歩
18分

宇津根橋 保津橋 保津小橋

１日７本程度

１時間に約３本

快速や特急も停まります。 P 駅近には、駐輪所や駐車場が多数。

安い駐車場では、１日 300 円

亀
岡
駅
が
近
い
の
も
保
津
町
の
魅
力
の
一
つ
。

そ
れ
で
も
お
出
か
け
は
車
が
中
心
で
す
。

入
り
組
ん
だ
田
舎
道
も
多
く
残
っ
て
お
り
、

大
き
な
車
だ
と
通
り
に
く
い
場
所
も
あ
り
ま
す
。

小
橋
に
注
意

保
津
町
か
ら
亀
岡
市
街
地
へ
は
、
保
津
川

を
渡
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

川
に
架
か
る
橋
は
、「
保
津
橋
」「
保
津
小

橋
」「
宇
津
根
橋
」
。

小
橋
は
、
〝
高
橋
〟
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
柵

の
な
い
沈
下
橋
の
た
め
、
車
で
通
行
す
る

と
き
は
注
意
が
必
要
で
す
。

保
津
橋
は
、
〝
保
津
大
橋
〟
や
〝
大
橋
〟
と

い
っ
た
呼
び
方
も
さ
れ
ま
す
。

た
か
ば
し

冬
タ
イ
ヤ
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

雪
が
多
い
地
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

12
月
か
ら
２
月
ま
で
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
る
人
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

電
車
路
線
の
名
称

亀
岡
駅
を
通
る
JR
の
路
線
は
「
山
陰
線
」
。

そ
の
中
で
も
、
京
都―

園
部
間
（
亀
岡
含
む
）

は
、「
嵯
峨
野
線
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
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保
津
町
の
区
と
班

８区

２区

３区 4区

１区

５区

6区

７区

401

八幡宮社

保津小学校

保津保育所

保津文化センター

共同墓地

25

公民館
（自治会館）

１区

古
く
か
ら
保
津
町
に
住
ん
で
い
る
人

は
、
各
区
の
こ
と
を
昔
か
ら
の
地
名

で
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

１区 きたほづ、きたほうづ北保津

４区
西条 にしんじょう、 にしんじょ

地名 呼び方

２区
西垣内 にしがきうち、 にしがいち

保津 ほづ、ほうづ全区

８区 保津ヶ丘 ほづがおか

７区 引無（疋無） ひきなし

６区 今石 いまいし

５区

３区

班数 軒数

８班

９班

６班

６班

６班

８班

７班

８班

９９軒

※2018 年 8 月時点

７２軒

５４軒

５７軒

６４軒

５６軒

５７軒

５５軒

保
津
町
は
８
区
に
分
け
ら
れ
、
各
区
は
６
～
９
の
班
（
隣
組
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

区
や
班
に
よ
っ
て
ル
ー
ル
や
文
化
が
異
な
り
、「
合
衆
国
み
た
い
」
と
言
う
人
も
。

そ
れ
ぞ
れ
に
区
長
と
班
長
が
い
ま
す
。

保
津
町
内
で
引
っ
越
し
し
た
場
合
、

水
利
権
や
、行
事
・
風
習
の
慣
れ
、馴

染
み
の
関
係
で
居
住
地
が
違
う
区
で

も
、
引
っ
越
し
前
の
区
に
所
属
す
る

人
も
い
ま
す
。

こ
ぼ
れ
ば
な
し
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移
住
後
の
あ
い
さ
つ

移
住
し
た
ら
、
同
じ
班
の
班
長
に
あ
い
さ
つ
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
班
長
に
聞
き
な
が
ら

各
家
庭
に
訪
問
す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

班
長
が
誰
な
の
か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、

自
治
会
に
相
談
を
し
て
区
長
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、

区
長
か
ら
班
長
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

慣例や
  風習

同
じ
班
の
な
か
に
、
相
談
で
き
る
人
を

見
つ
け
て
お
く
と
、
困
っ
た
と
き
に
力

に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

09



保
津
町
自
治
会

自
治
会
は
市
役
所
の
下
請
け
機
関
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

町
民
意
思
に
よ
る
自
治
を
推
進
し
、

保
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
重
要
な
決
め
事
や
、

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、

町
民
か
ら
の
自
治
会
費
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
長
は
名
実
と
も
に
保
津
町
の
リ
ー
ダ
ー
で
、

行
政
や
町
外
の
人
も
、
自
治
会
長
の
発
言
を

保
津
町
民
の
総
意
と
し
て
重
く
認
識
し
ま
す
。

22 代目保津町自治会長 長尾繁さん

「困ったっことがあればご相談ください」

自治会の運営

自治委員

副会長

会長
役　

員
＋

事
務
員

（
１
人
）

各家庭

自治会費

サービス

公
民
館
に
自
治
会
事
務
所

自
治
会
の
事
務
所
は
、保
津
町
公
民
館
内
に
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
民
館
を
「
自
治
会
館
」
と
も
呼
び
ま
す
。

住
民
票
の
取
得
な
ど
、
市
役
所
の
出
張
所
の
よ
う
な
機

能
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 

開
館 

平
日 

朝
９
時
～
夕
方
５
時

　
　
　

℡
０
７
７
１
・
22
・
０
８
１
０

　
　
　

Fax
０
７
７
１
・
22
・
０
８
４
６

情
報
伝
達
の
役
割

町
内
で
行
わ
れ
る
行
事
な
ど
の
情
報
は
、
自
治
会
主
催

で
な
く
て
も
、
い
っ
た
ん
自
治
会
に
集
約
さ
れ
て
町
民

に
伝
え
ら
れ
ま
す
。

自
治
会
は
、
亀
岡
市
役
所
か
ら
の
伝
達
事
項
を
町
民
へ

届
け
る
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
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自
治
会
役
員
の
決
め
方

自
治
会
役
員
会
は
、

各
区
選
出
の
自
治
委
員
８
人
で
構
成
さ
れ
、

自
治
会
長
、
副
会
長
は
自
治
委
員
の

互
選
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
。

任
期
は
４
年
。

60
歳
以
上
の
男
性
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

各
区
か
ら
１
人
選
出
す
る
と
い
う
仕
組
み
上
、

区
の
運
営
や
区
民
の
相
談
に
の
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

強
いル

ー
ル

近
年
で
は
、

「
移
住
促
進
特
別
区
域
（
移
住
特
区
）
」
や
、

「
既
存
集
落
ま
ち
づ
く
り
区
域
指
定
制
度
の
活
用
」

な
ど
、
保
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
重
要
な

決
定
が
自
治
会
役
員
に
よ
っ
て
成
さ
れ
ま
し
た
。

重
要
な
会
議

「
自
治
委
員
会
議
」
と
「
区
長
・
自
治
委
員
合
同
会
議
」

が
そ
れ
ぞ
れ
毎
月
１
回
ず
つ
開
か
れ
ま
す
。

■
自
治
委
員
会
議
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
意
思

　

決
定
が
な
さ
れ
る
場
で
す
。

■
区
長
・
自
治
委
員
合
同
会
議
は
、
自
治
委
員
会
議

　

で
の
決
定
事
項
を
区
長
に
連
絡
、
相
談
す
る
た
め

　

の
場
で
す
。
会
議
で
伝
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
区
長

　

か
ら
班
長
、
班
長
か
ら
各
家
庭
の
順
番
で
伝
達
さ

　

れ
て
い
き
ま
す
。

自
治
委
員
は
、
昔
の
村
会
議
員
の
な
ご
り
で
、

選
挙
で
選
ぶ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
ぼ
れ
ば
な
し
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区
役
員
の
決
め
方

各
区
に
は
区
長
、
副
区
長
、
会
計
な
ど
の
役
職
が
あ
り
、

区
に
よ
っ
て
は
年
間
１
０
０
日
も
の
区
長
業
務
が
あ
り
ま
す
。

基
本
的
に
任
期
は
１
年
で
す
が
、
例
外
も
あ
り
ま
す
。

強
いル

ー
ル

区の役員 役員の流れ

順番：会計→副区長→区長→顧問

順番：会計→副区長→区長→顧問

順番：会計→副区長→区長
・会計と副区長の間は２年空くことが多い

・監査委員は前区長、前々区長がなる

1 区

2 区

3 区

4 区

5 区

6 区

8 区

7 区

・区長

・会計

・監査委員（2 名）

・副区長

・区長

・会計

・会計監査（任期 2 年）

・相談役（2 名）

・顧問

・副区長

・監査

・区長

・会計

・会計監査（任期 2 年）

・相談役（2 名）

・顧問

・副区長

・監査

・区長

・会計

・会計監査（任期 2 年）

・相談役（任期 2 年）

・顧問

・副区長

・監査

・区長

・副区長（会計兼務）

・監事（2 名）

・区長

・副区長（会計兼務）

・監事（2 名）

・区長

・会計

・副区長

・特別会計

・区長

・会計

・副区長

・監事
順番：監事→会計→副区長→区長

順番：副区長→区長
・副区長は会計も兼務

・会計は前区長、前々区長がなる

順番：副区長→区長
・副区長は会計も兼務

・会計は前区長、前々区長がなる

順番：特別会計→会計→
　　　　　→副区長→区長

順番：会計→副区長→区長→
　　　　　　→顧問→会計監査

■ 役員のほとんどは 50 ～ 60 代の男性

■ 多くの役は年齢順に回ってきます。
慣例や
  風習
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自
治
会
費
と
区
費

全
国
ど
こ
で
も
そ
う
で
す
が
、

保
津
町
に
も
自
治
会
費
や
区
費
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
地
域
の
行
事
運
営
や
会
議
所
の
管
理
な
ど

に
使
わ
れ
る
大
切
な
お
金
で
す
。

気
づ
き
に
く
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

住
民
は
必
ず
こ
の
お
金
が
使
わ
れ
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

自
治
会
費
、
区
費
の
集
金
は
、

班
長
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て
行
い
ま
す
。

１区　　 12,000 円　　　 6,000 円　 　　 3,600 円

２区　　 12,000 円　　　 3,000 円　 　　       0 円

３区　　 12,000 円　　　 3,000 円　 　　       0 円

４区　　 12,000 円　　 10,800 円　 　12,000 円

５区　　 12,000 円　　 12,000 円　 　　       0 円

６区　　 12,000 円　　　 9,600 円　 　　   600 円

７区　　 12,000 円　　 12,000 円　 　　 3,600 円

８区　　 12,000 円　　　 6,000 円　 　　       0 円

自治会費
（年額）

区費
（年額）

積立金費
（年額）

強
いル

ー
ル

集
金
は
地
域
の
見
守
り
活
動

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
増
え
た
た
め
、

２
０
０
８
年
か
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に

取
り
組
み
は
じ
め
ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
集
金
の
際
に
班
長
が
各
家
庭
の
安
否
を

確
認
し
ま
す
。

集
金
の
た
め
に
毎
月
各
家
庭
を
訪
問
す
る

の
は
大
変
で
す
が
、
大
切
な
仕
組
み
で
す
。

※

移
住
す
る
と
原
則
と
し
て
、
自
治
会
と
区

　

に
所
属
し
ま
す
。

　

自
治
会
費
、
区
費
の
支
払
い
は
義
務
で
す
。

　

さ
ら
に
、
班
に
よ
っ
て
は
、
親
睦
会
費
な
ど

　

を
集
め
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

社
協
及
び
各
種
団
体
の
会
費
等

区
費
の
集
金
の
際
に
、
亀
岡
市
社
会
福
祉
協

議
会
へ
の
会
費
を
お
願
い
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。（
７
月
ご
ろ
）

強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
家

庭
が
会
員
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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主
な
自
治
組
織
等
〈
１
〉

保
津
町
に
は
自
治
会
の
ほ
か
に
、

地
域
住
民
の
た
め
に
活
動
す
る
組
織
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
主
だ
っ
た
組
織
の
活
動
内
容
や
、

役
員
の
選
ば
れ
方
を
紹
介
し
ま
す
。

① 

保
津
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

  

保
津
町
で
福
祉
事
業
に
取
り
組
む
組
織
で
、

　

  

・
月
１
回
の
サ
ロ
ン
「
ち
ょ
っ
と
よ
ろ
か
い
な
」

　

  

・
敬
老
お
た
の
し
み
会
（
28
ペ
ー
ジ
）

　

  

・
高
齢
者
の
移
動
支
援
な
ど
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

運
営
は
、
有
志
で
行
っ
て
い
ま
す
。

② 

財
産
管
理
委
員
会

　

  

保
津
町
内
の
公
的
財
産
（
お
金
、
山
、
農
地
）
を
管

　

  

理
す
る
組
織
。
自
治
会
と
し
て
資
金
が
必
要
に

　

  

な
っ
た
際
、
財
産
管
理
委
員
会
に
要
請
し
ま
す
。

　

  

委
員
は
８
人
で
各
区
か
ら
１
人
選
出
し
ま
す
。

　

  

町
の
財
産
を
扱
う
大
事
な
役
の
た
め
、
経
験
を

　

  

重
ね
た
方
が
選
ば
れ
ま
す
。

③ 

上
下
水
道
管
理
委
員
会

　

  

主
に
下
水
処
理
場
の
管
理
を
行
う
委
員
会
で
す
。

　

  

下
水
処
理
場
の
運
営
は
亀
岡
市
が
行
っ
て
い
ま

　

  

す
が
、施
設
管
理
は
、自
治
会
を
通
じ
た
委
託
で
、

　

  

委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

役
務
に
対
し
て
報
酬
が
あ
り
ま
す
。

　

  

役
員
は
各
区
か
ら
１
人
選
出
し
ま
す
。

　

  

・
年
３
回
（
７
、
９
、
11
月
）
の
草
刈
り
を
し
て
い
ま

　

  

す
。

④ 

人
権
啓
発
推
進
協
議
会

　
  

人
権
啓
発
に
取
り
組
む
組
織
で
、
各
種
団
体
の

　
  

代
表
等
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  
・
年
３
回
の
人
権
研
修
会
、

　

  

・
２
月
の
全
町
民
人
権
学
習
会
（
28
ペ
ー
ジ
）
、

　

  

・
３
月
の
視
察
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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主
な
自
治
組
織
等
〈
２
〉

⑤ 
消
防
団

　

  

消
防
団
は
市
民
有
志
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

  

保
津
町
の
消
防
団
は
、「
亀
岡
市
消
防
団
」
に
所

　

  

属
し
、「
保
津
分
団
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

  

保
津
分
団
に
は
５
つ
の
班
が
あ
り
、
火
災
時
の

　

  

消
火
活
動
の
ほ
か
、
自
然
災
害
時
の
行
方
不
明

　

  

者
の
捜
索
や
救
助
を
行
い
ま
す
。

　

  

非
常
時
以
外
で
は
、

　

  

・
定
期
的
な
消
防
訓
練

　

  

・
月
１
回
の
消
防
器
具
点
検

　

  

・
年
末
の
夜
間
警
戒
（
12
月
29
日
か
ら
31
日
）

　

  

・
消
防
操
法
大
会
に
向
け
た
訓
練

　

  

を
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
人
数

ひ
と
つ
の
班
に
は
最
低
で
も
８
人
が
必
要
で
、

保
津
町
で
は
お
お
む
ね
20
代
～
40
代
の
住
民

有
志
が
所
属
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
ろ
う
！

男
性
な
ら
、
ま
ず
消
防
団
に
入
り
ま
し
ょ
う
！

地
域
事
情
に
詳
し
く
な
り
、
つ
な
が
り
も
濃
く

な
り
ま
す
。
消
防
団
き
っ
か
け
で
、
地
域
の
中

心
的
な
存
在
に
な
っ
て
い
く
人
も
多
い
で
す
。

操
法
大
会
に
向
け
た
訓
練

市
消
防
団
主
催
の
消
防
操
法
大
会
は
、
２
年
に

一
度
開
か
れ
ま
す
。
各
分
団
は
こ
の
大
会
で
、

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

７
・
８
月
の
大
会
に
向
け
て
４
月
か
ら
訓
練

が
増
え
て
い
き
、大
会
直
前
に
な
る
と
、隔
日
の

ペ
ー
ス
で
訓
練
を
行
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

消
防
の
詰
所

各
班
ご
と
に
詰
所
が
あ
り
、災
害
時
の
待
機
や
、

団
員
の
親
睦
会
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

⑥ 

自
主
防
災
会

　

  

災
害
発
生
時
に
住
民
が
迅
速
に
対
応
で

　

  

き
る
よ
う
、
防
災
活
動
に
取
り
組
む
の

　

  

が
自
主
防
災
会
で
す
。

　

  

保
津
町
自
治
会
内
に
設
置
さ
れ
、
自
治

　

  

委
員
と
区
長
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

　

  

ま
す
。

　

  

・
水
防
訓
練
で
の
土
嚢
づ
く
り

　

  

・
消
火
栓
の
点
検

　

  

・
火
の
用
心
の
巡
回

　

  

を
住
民
と
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

12
月
28
・
29
日
に
は
、

　

  

・
年
末
警
戒
も
行
い
ま
す
。

２
０
０
７
年
８
月
に
発
生
し
た
火
災
で
は
、

消
防
団
Ｏ
Ｂ
が
大
活
躍
。
消
火
作
業
を
し
、

消
防
車
到
着
ま
で
に
ほ
ぼ
鎮
火
し
ま
し
た
。

こ
ぼ
れ
ば
な
し

【保津分団の班割り】

　　 ▶ 1 班 ： 1 区

　　 ▶ 2 班 ： 2 ・ 3 区

　　 ▶ 3 班 ： 4 ・ 5 区

　　 ▶ 4 班 ： 6 ・ 7 区

　　 ▶ 5 班 ： 8 区

1部

2部
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⑦ 
保
津
町
体
育
振
興
会

　

  

体
育
振
興
会
は
健
康
増
進
や
体
力
向
上
を
目
的
と
し
た
組
織
で
、

　

  

亀
岡
市
内
全
町
に
あ
り
、 

〝
体
振
〟
の
略
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

  

保
津
町
の
体
振
で
は
町
民
を
対
象
に
、

　

  

・
町
民
運
動
会
（
27
ペ
ー
ジ
）
と
、

　

  

・
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
（
25
ペ
ー
ジ
）
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

  

各
区
か
ら
男
女
各
１
人
の
役
員
が
選
ば
れ
、
任
期
は
男
性
２
年
、

　

  

女
性
１
年
。
30
代
～
40
代
半
ば
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
が
な
り
ま
す
。

　

  

ま
た
保
津
町
体
振
と
し
て
、
亀
岡
市
体
育
協
会
が
主
催
す
る

　

  

・
か
め
お
か
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

  

・
京
都
か
め
お
か
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン

　

  

な
ど
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

主
な
自
治
組
織
等
〈
３
〉

⑧ 

青
少
年
育
成
連
絡
協
議
会

　

  

青
少
年
健
全
育
成
の
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お

　

  

り
、亀
岡
市
内
の
全
各
町
に
設
置
が
義
務
付
け
ら

　

  

れ
、
〝
青
少
協
〟
の
略
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

  

そ
の
一
環
と
し
て
、火
ま
つ
り
と
花
火
大
会
で
の

　

  

見
回
り
や
、啓
発
標
語
看
板
の
管
理
な
ど
を
行
っ

　

  

て
い
ま
す
。

　

  

各
区
か
ら
１
人
の
役
員
が
選
ば
れ
、任
期
は
２
年

　

  

で
す
。
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⑨ 
民
生
委
員
と
児
童
委
員

　

  

民
生
委
員
は
、
住
民
の
生
活
状
態
を
把
握
・
サ
ポ
ー
ト
し
、
必
要
に
応
じ
関
係

　

  

機
関
へ
つ
な
ぐ
「
地
域
の
見
守
り
役
」
で
す
。
毎
月
の
独
居
老
人
家
庭
の
訪
問
や

　

  

生
活
に
困
り
ご
と
の
あ
る
家
庭
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

児
童
委
員
は
、
児
童
や
妊
婦
へ
の
情
報
提
供
及
び
サ
ポ
ー
ト
の
役
割
を
担
っ
て

　

  

い
ま
す
。
主
な
活
動
に
、
小
学
生
の
登
下
校
時
の
見
守
り
や
主
任
児
童
委
員
と

　

  

と
も
に
行
う
新
生
児
訪
問
が
あ
り
ま
す
。

　

  

保
津
町
で
は
住
民
か
ら
７
人
が
選
ば
れ
、

　

  

民
生
委
員
と
児
童
委
員
は
兼
務
す
る
こ

　

  

と
か
ら
、「
民
生
児
童
委
員
」と
呼
ば
れ
て

　

  

い
ま
す
。

主
な
自
治
組
織
等
〈
４
〉

⑪ 

子
ど
も
会
（
区
ご
と
）

　

  

小
学
校
入
学
か
ら
中
学
校
卒
業
ま
で

　
  

の
子
ど
も
が
加
入
で
き
る「
子
ど
も
会
」

　

  
が
各
区
に
あ
り
、区
ご
と
の
行
事
を
保

　

  
護
者
が
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

ま
た
、
各
区
の
子
ど
も
会
が
集
ま
る

　

  

「
保
津
町
子
供
育
成
連
絡
協
議
会
」
で

　

  

は
、「
サ
マ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」と

　

  

「
冬
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
実
施
し

　

  

て
い
ま
す
。

子
ど
も
会
の
合
併

各
区
の
子
ど
も
の
数
が
減
っ
て

き
た
た
め
、
今
後
、
合
併
す
る
と

こ
ろ
も
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

1 区 なし なし

年 3 回

2ヶ月に1 回

年 1 回年 1 回

8 月 23 日前後
の日曜日

8 月 23 日前後
の日曜日

1 月 15 日前後
の日曜日

1 月 15 日前後
の日曜日

2019 年 4 月
から区で実施

なし なし

年 1 回 なし

なし

年 1 回

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

第 2 日曜日

なし

廃品回収 日帰り旅行 お楽しみ会 公園掃除
役員による役務とんど地蔵盆

2・3 区

4 区

5 区

6 区

7 区

8 区

対象の家庭がなくなり、2019 年 3 月で活動を休止しました。
小・中学生がいる家庭があらわれるまでは、区で引継ぎます。

隔月で

7 区にある

公園を掃除

対象となる子どもがいる場合、

歓送迎会を実施

毎月実施
2019 年 4 月より
業者に委託

毎月実施
2019 年 4 月より
業者に委託

対象となる子どもがいる場合、

歓送迎会を実施

対象となる子どもがいる場合、

歓送迎会を実施

対象となる子どもがいる場合、

歓送迎会を実施

⑩ 

主
任
児
童
委
員

　

  

各
小
学
校
区
に
１
人
配
置
さ
れ
て
お
り
、

　

  

０
歳
～
18
歳
の
子
ど
も
に
対
す
る
直
接

　

  

的
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

  

保
津
小
校
区
の
主
任
児
童
委
員
は
、亀
岡

　

  

川
東
学
園
（
馬
路
町
）
校
区
の
委
員
と
一
緒

　

  

に
、川
東
地
区
の
自
主
事
業
を
実
施
し
て

　

  

い
ま
す
。

　

  　

・
子
育
て
サ
ロ
ン
「
う
き
う
き
ひ
ろ
ば
」　

　

  　
　

毎
月
、旧
一
の
宮
幼
稚
園（
千
歳
町
）
に
て
実
施

　

  　

・
「
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
」

　

  　
　

児
童
委
員
と
と
も
に
新
生
児
訪
問
を
実
施

【自主事業】
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⑫ 
老
人
会
「
百
代
会
」

　

  

百
代
会
は
、
保
津
町
全
体
の
老
人
会

　

  

で
す
。

　

  

70
歳
か
ら
任
意
で
入
会
で
き
、入
会
金

　

  

は
２
千
円
で
す
。

　

  

子
ど
も
た
ち
の
「
見
守
り
隊
」
活
動
や

　

  

神
社
の
清
掃
な
ど
、地
域
貢
献
を
積
極

　

  

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
自
治
組
織
等
〈
５
〉

⑬ 

請
田
神
社
・
八
幡
宮
社
総
代
会

　

  

請
田
神
社
、
八
幡
宮
社
の
管
理
、
運
営
を
行
う
組
織
で
す
。

　

  

神
社
行
事
の
準
備
や
、
お
祭
り
の
役
振
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

  

総
代
は
各
区
か
ら
１
人
選
ば
れ
、
任
期
は
４
年
で
す
。

　

  

60
代
半
ば
以
降
の
人
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

  

総
代
の
互
選
に
よ
っ
て
総
代
長
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

  

神
主
と
は
別
者
で
す
。

⑭ 

金
刀
比
羅
神
社
総
代
会

　

  
牛
松
山
の
山
頂
に
あ
る
金
刀
比
羅
神
社
の
管
理
、
運
営
を
行

　

  
う
組
織
で
す
。「
神
社
の
し
め
縄
交
換
」
と
「
祭
事
の
準
備
、
取

　

  

り
仕
切
り
」
と
で
、
年
４
回
山
に
登
り
ま
す
。

　

  

金
刀
比
羅
神
社
の
祭
事
は
総
代
会
の
み
で
営
ま
れ
、町
民
が
参

　

  

加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

  

総
代
は
各
区
か
ら
１
人
選
ば
れ
、
任
期
は
４
年
で
す
。

　

  

60
代
半
ば
以
降
の
人
が
選
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

  

総
代
の
互
選
に
よ
っ
て
総
代
長
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

  

神
主
と
は
別
者
で
す
。

こ
と
ひ
ら

も
も
よ
か
い
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① 

ク
ッ
ク
ほ
づ

　

  

ク
ッ
ク
ほ
づ
は
、保
津
町
の
婦
人
会
が
解
散
し
た
際
に
、

　

  

「
行
事
や
災
害
時
な
ど
で
活
躍
で
き
る
組
織
が
必
要
」

　

  

と
結
成
さ
れ
た
女
性
グ
ル
ー
プ
で
す
。

　

  

亀
岡
市
主
催
の
食
生
活
改
善
推
進
委
員
養
成
講
座
を

　

  

受
講
し
た
人
た
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
、60
代
か
ら
80
代
の

　

  

約
20
人
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
を
盛
り
立
て
る
団
体
〈
１
〉

保
津
町
に
は
地
域
を
盛
り
立
て
る
有
志
の
団
体
が
あ
り
、

地
域
を
動
か
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

② 

保
津
お
や
じ
の
会

　

  

保
津
お
や
じ
の
会
は
、
保
津
小
学
校
に
通
う
児
童
の
父
親
と
、

　

  

小
学
校
の
先
生
た
ち
で
構
成
さ
れ
る
組
織
で
す
。

　

  

父
親
も
子
育
て
や
教
育
に
関
わ
ろ
う
と
、
小
学
校
に
東
屋
を

　

  

建
て
た
り
、
遊
具
の
塗
装
を
直
し
た
り
と
、
活
発
に
活
動
し
て

　

  

い
ま
し
た
。

　

  

近
年
は
、
祭
り
の
手
伝
い
や
、
保
津
橋
の
清
掃
な
ど
に
取
り
組

　

  

む
町
の
頼
れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。
火
ま
つ
り
の
「
大
人
の
太

　

  

鼓
」
は
、
お
や
じ
の
会
が
中
心
と
な
っ
て
復
活
さ
せ
ま
し
た
。

　

  

新
規
入
会
者
は
い
て
も
、
退
会
す
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
子
ど
も

　

  

が
成
人
し
た
親
や
、退
職
し
た
先
生
も
所
属
し
続
け
て
い
ま
す
。

子どもたちのために額に汗するおやじたち

元気な女性グループ ・ クックほづ
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③ 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
保
津

　

  

保
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
ス
タ
ッ
フ
組
織

　

  

で
、
よ
り
住
み
良
い
地
域
に
す
る
た
め
、
自
治
会
の
も

　

  

と
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

  

町
民
の
中
に
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
」
や
「
す
い
た
ん
農
園
（
59

　

  

ペ
ー
ジ
）
や
っ
て
る
団
体
」
と
呼
ぶ
人
も
い
ま
す
。

　

  

自
治
会
か
ら
活
動
費
の
補
助
は
な
く
、
独
自
の
事
業

　

  

で
運
営
し
、
余
剰
金
は
保
津
町
の
ま
ち
づ
く
り
の
た

　

  

め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
を
盛
り
立
て
る
団
体
〈
２
〉

保
津
町 

ま
ち
づ
く
り
の
流
れ

１
９
５
５
年
～
現
在

保
津
町
自
治
会

保
津
村
時
代
の
自
治
を
継
承
し
、
道
路
や
河
川
、
農
地
の
整
備
な
ど

の
主
に
ハ
ー
ド
面
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

２
０
０
２
年
～
現
在

保
津
町
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議

自
治
会
役
員
会
の
提
案
が
発
端
と
な
り
、「
将
来
の
保
津
町
の
た
め
に
」

と
集
ま
っ
た
30
代
～
40
代
の
町
民
有
志
20
人
ほ
ど
で
結
成
。

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
自
治
会

に
提
案
し
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
～
現
在

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と
保
津

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
会
議
で
作
っ
た
プ
ラ
ン
を
具
体
化
す

る
た
め
の
組
織
と
し
て
発
足
。
都
市
農
村
交
流
や
移
住
促
進
な
ど
、

プ
ラ
ン
の
中
で
も
ソ
フ
ト
面
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２
０
１
７
年
実
施
の
「
保
津
町
の
未
来
を
考
え
る

ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
は
、
85
％
を
超
え
る
回
収
率
で
、

住
民
の
自
治
へ
の
関
心
の
高
さ
が
表
れ
ま
し
た
。

こ
ぼ
れ
ば
な
し

働く水車 クルクルトントンくん
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神
社
つ
い
て

日
本
に
は
同
じ
集
落
の
人
々
で
氏
神
を
祀
る
風
習
が
あ
り
、

同
じ
氏
神
を
祀
る
者
同
士
を
氏
子
と
呼
び
ま
す
。

保
津
町
に
住
む
と
、請
田
神
社
、八
幡
宮
社
、金
刀
比
羅
神
社
の
氏
子
と
な
り
ま
す
。

氏
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
出
役
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、

費
用
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。

う
じ
が
み

う
じ
こ

お
寺
に
つ
い
て

保
津
町
に
は
、
五
ケ
寺
と
呼
ば
れ
る

文
覚
寺
、
洞
泉
寺
、
福
性
寺
、
極
楽
寺
、
養
源
寺

が
あ
り
ま
す
。

神
社
の
氏
子
と
は
違
い
、

「
移
住
後
い
づ
れ
か
の
檀
家
に
な
る
」

と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

托
鉢
に
つ
い
て

「
う
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ー
」
と
大
き
な
声
を

出
し
な
が
ら
日
中
、
お
坊
さ
ん
数
人
が
町
内
を

歩
い
て
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
お
坊
さ
ん
の
修
行
で
す
。

保
津
町
の
家
庭
で
は
、

托
鉢
の
お
坊
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
際
に

米
や
金
銭
な
ど
の
お
布
施
を

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

た
く
は
つ

請
田
神
社

丹
波
開
拓
の
神
様
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

保
津
町
の
集
落
群
か
ら
は
1.5
㌔
㍍
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、祭
り

以
外
で
町
民
が
出
入
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

１
３
０
０
年
を
超
え
る
歴
史
が
あ
り
、
京
都
府
指
定
文
化
財

に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

八
幡
宮
社

応
神
天
皇
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
境
内
に
は
、
小
規
模
で

す
が
、
町
民
の
信
仰
が
あ
っ
た
各
地
の
神
社
が
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。保
津
町
民
か
ら
は
〝
お
宮
さ
ん
〟
と
呼
び
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

４
０
０
年
近
い
歴
史
が
あ
り
、
京
都
府
指
定
文
化
財
に
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

金
刀
比
羅
神
社
（
金
毘
羅
神
社
）

海
上
交
通
の
神
様
で
す
が
、筏
流
し
や
保
津
川
下
り
で
栄
え
た

保
津
町
で
は
、金
刀
比
羅
神
社
で
船
の
安
全
を
祈
願
し
ま
す
。

境
内
に
は
木
造
船
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
と
ひ
ら

こ
ん
ぴ
ら

請
田
神
社
の
川
向
か
い
、
山
本
浜
（
篠
町
）

で
は
、
毎
年
５
月
に
２
０
０
匹
以
上
の
鯉
の

ぼ
り
が
空
を
泳
ぎ
ま
す
。

あ
ま
り
の
大
き
な
声
に
、
誰
か
が
助
け
を
求
め
て
い
る

の
か
と
思
い
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。　
　

（
移
住
者
談
）

こ
ぼ
れ
ば
な
し
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集
落
の
共
同
作
業

区
内
の
共
有
ス
ペ
ー
ス
を

区
民
の
手
で
管
理
す
る
た
め
、

区
ご
と
で
共
同
作
業
を
し
ま
す
。

原
則
、
各
家
庭
か
ら
１
人
が
参
加
し
ま
す
。

ど
う
し
て
も
参
加
で
き
な
い
場
合
は
、

不
参
加
金
（
不
参
金
）
が
必
要
な

区
も
あ
り
ま
す
。

昔
は
崩
れ
た
道
路
の
補
修
や
あ
ぜ
道

作
り
を
し
て
い
た
た
め
、
区
ご
と
の
共

同
作
業
を「
道
づ
く
り
」と
呼
ん
で
い
ま

し
た
。

今
で
も
、
溝
掃
除
や
草
刈
り
な
ど
の
作

業
を
道
づ
く
り
と
呼
ん
で
い
る
区
も

あ
り
ま
す
。

強
いル

ー
ル

なし

1 区 4、7、12月 なし
道路そうじ、
草刈り、草引き

用水路や
公園の掃除

午前中
3 時間ほど

午前中
2 時間ほど

午前中
2 時間ほど

午前中
2 時間ほど

2,000 円

道そうじ なし

9 月 彼岸の道づくり
用水路や
公園の掃除

午前中
2 時間ほど

2,000 円 2,000 円

時期 呼び名 内容 不参金報酬時間

2 区

3 区

11 月

道づくり

道づくり

9 月 彼岸の道づくり

会議所で
ビールの
ふるまい

なし なし

4 区

5 区

6 区

7 区

8 区

※土、日の 2 日間あり、
　どちらかに参加

用水路や
公園の掃除

道や水路の
掃除、草引き

道や会議所の
掃除、泥上げ

午前中
2 時間ほど

2,000 円9 月

9 月

彼岸の道づくり

2,500 円

各班に一任し、年 2 ～ 3 回の道掃除や草刈りを行っています。 なし

なし

2,000 円
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